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対象畜種

採卵鶏

協議会構成員

（有）木次ファーム、ＪＡくにびき、ＪＡやすぎ、ＪＡ
いずも、ＪＡ西いわみ、島根県養鶏協会、ＪＡ島根中央
会、全農島根県本部、ＪＡ西日本くみあい飼料（株）島
根営業所、島根県（オブザーバー）

供試品種

8品種（タカナリほか） 18.0ha

飼料用米生産面積

18.0ha

取組の概要

取組内容

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆地域の実態を踏まえ、JAごとに実情に応じた方法での
調製・保管を行いました。
◆出荷単位は10tとし、輸送の効率化を図りました。
◆飼料米（玄米）は、自家配合により配合飼料に混合しま
した。

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
（畜産物の成分分析を含む）

【試験設計】
◆飼料米（玄米）を約10%配合した飼料を、採卵鶏（10
～16か月令、7～10か月令）に給与。
◆飼料米を配合した飼料は、玄米を使用しない場合の飼料
成分と同等になるよう設計。
◆給与羽数：3万羽（1.5万羽×2ロット）
【調査項目】
◆家畜への影響：産卵率、産卵量、平均卵重、飼料給与量

など
◆卵質への影響：卵黄色、ハウユニット、肉班、血斑など

※上記項目について、飼料米を給与しな
い区（前年の同一ロット）と比較

◆卵の成分分析：水分、たんぱく質、脂質、灰分、アミノ
酸、脂肪酸組成、ビタミン（A,B12,D,E）、
コリン、葉酸、ルテイン、コレステロール
※飼料米給与区と、対照区（通常飼料、
栄養強化）とで成分を比較

③飼料用米を利用した畜産物の普及活動
◆飼料米生産利用の取組についてのパンフレットを作成・
配布
◆イベント等で、飼料米を給与した鶏卵の試食・アンケー
トを実施

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■乾燥後の水分を13.8％に設定して乾燥処理を行いまし
たが、目標水分に達するまでには、食用米（15％程度）
と比較して、非常に長い乾燥時間を要し、電気・灯油等
のコストがかかりました。
■保管については、各ＪＡの施設において行いましたが、
保管場所が複数となったために、養鶏農家とＪＡとの出
荷調整や、サルモネラ等の検査やサンプリングについて、
労力を要しました。
■流通については、10ｔ単位での輸送を行ったことによ
り、コストの低減が図られました。しかし、出荷量の少
ないJAについては、個別に輸送を行ったため、その分
コストが高くなりました。
■以上のことから、①乾燥調製のコスト低減、②保管・流
通体制の効率化の2点が課題として挙げられました。

島根県 飼料米利用推進協議会


